
家庭科の校内研究会を行いました
１１月９日（水）に家庭科指導主事計画訪問と

いう校内研究会を実施しました。家庭科の研究会
は平成２８年以来ということで、久しぶりの家庭
科研究会となりました。授業は、各家庭でつくら
れている味噌汁の共通点として“だし”を使って
いること、入れている実は栄養のバランスや彩り
を考えていたり、旬のものを使ったりしているこ
となどに気づくところから始まりました。オリジ
ナルの味噌汁にも家庭で作っている要素を盛り込
みながら、調理実習で作る味噌汁の計画を立てま
した。
指導主事の先生からは、子どもたちの考えをし

っかり見取り授業をコーディネイトできているこ
と、学習の見通しをもたせる手立てがよいことな
どについてご指導いただきました。これからも一
人一人の深い学びに向けて研修を進めてまいりま
す。

【指導者】 秋田県教育庁南教育事務所
雄勝出張所 指導主事

【５年梅組 家庭科】
○題材名 食べて元気に
○授業者 Ｗ Ｋ.
○授業のねらい

自分たちのオリジナルみそ汁につい
て考え、工夫することができる

○授業の概要
各個人が、自分の家で取材してき

たおすすめの味噌汁について紹介し
合い、グループでつくるオリジナル
の味噌汁をどうするのかということ
について話し合いました。
どんな“だし”を使うのか、どの
ような実を入れるのか相談し合いま
した。最後に各グループの計画につ
いて発表し合い、どうしてそのよう
な味噌汁を作ることになったのか理
由も伝え合いました。

秋田大学の先生が出前授業
１１月１８日（金）の４校時、秋田大学教育文化学

部より田口先生が来校し、６年生の理科の出前授業を
行ってくださいました。この日は“火山噴火による火
山泥流はどのように流れ、またどのような被害がある
のか”ということについて考えました。予想した後、

田口先生が一人一人に作ってき
てくれた駒ヶ岳の模型に、泥流
に見立てた液体を流して、どの
ように流れていくのかを観察し
ました。子どもたちからは 「高、
い所から低い所に流れる 「低地」
に着いたら広がっていった」な
どの気付きが発表されました。終わりに泥流が土地を埋め
ていくという被害をもたらすことも学ぶことができました。

自分たちのオリジナル味噌汁
について話合う様子

グループで相談した
味噌汁の計画書

各グループのオリジナル味噌汁を
紹介し合いました

大学の先生の授業を受ける
６年生のみなさん

３Ｄプリンターで作った
駒ヶ岳の模型
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～夢に向かって やさしく！ かしこく！ たくましく！～《教育目標》
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生小ドリームフェスタ２０２２
たくさんの拍手とご協力 ありがとうございました

１１月２２日（火 、度重なる延期となり、保護者の皆様方には大変ご迷惑を）
おかけしましたが、ようやく開催することができました。平日開催ではありまし
たがたくさんの方々においでいただき本当にありがたく思いました。子どもたち
は家族の方々に少しでも笑顔になってほしいと、練習の様子をビデオで撮影し、
身振りや手振りをより大きくし、遠くまで届く声を出そうと一生懸命に練習に励
みました。子どもたちは全プログラムを見ていただくことができませんでしたの
で、各学年の発表の様子を写真でお伝えします。

プログラム１
金管バンド部演奏

プログラム２ ２年生劇
「スイミー」

プログラム３ ５年生劇
「オムニバス日本むかしばなし」

プログラム４ １年生劇
「はたけの したは おおさわぎ」

プログラム５ ３年生音楽劇
「音楽好きな 海ぞくたち」

プログラム６ ４年生音楽発表
「 」スマイル ミュージック甲子園

プログラム７ ６年生劇
「本当の宝物は？」

５・６年生は、大道具係、放送係、

プログラム係などの仕事もがんばっ

てくれました。


